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「生活にメリハリをつけよう。」 

 

長時間労働で働くみなさん、疲れていませんか。 

 日本人の働き方は、諸外国と比べて長時間で労働生産性が低いのが特徴です。 

男性がなかなか帰ってこなければ、家事も育児も女性に偏っていきます。総務省の

「労働力調査」によると、１２年に就業時間が週６０時間以上の男性雇用者の割合は

３０代で 18.2％もいます。 6 歳未満の子どもを持つ世帯では、夫の家事・育児時間

は１日平均１時間程度で、米国や北欧諸国と比べて約３分の１にとどまるそうです。

そして、夫の協力体制が、第 2 子を持つかどうかに大きく影響を与えるといわれていま

す。 

 せめて週 1 回の「ノー残業デイ」を決めて、早く帰ってみませんか。子育てに参加で

きるのも、ごく限られた時期だけです。その時機を逃すと、妻からも子供からも「パパは

普段いないもの」として扱われます。家族で一緒の時間を共有することは、お父さんの

人生にとっても大切なものです。 

 厚生労働省の１１年度の調査では、男性の育児休業取得率は２・６３％で、女性の

８７・８％に比べて極めて低水準です。育児休業をした時に得られるものは、その先の

家族にとってかけがえのないものになりますし、本人にとっても視野が広がり、仕事の効

率化を考えるようになり有益です。育休を取ったほうが昇進する時代が来るかもしれま

せんね。 

  

生活にメリハリをつけて、生活を充実させてみませんか。 

                                      院長 坂根 みち子 


